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襟 二つであった。 高い 立 襟で、 頸の 太 さの 番号 は 三 

十九 号であった。 七ルゥ ブル 出して 買った 一 ダズン の 

残りであった。 それが たった この 二つ だけ 残って いて、 

そのお 蔭で おれ は 明日 死ななくて はならない。 

あの 襟の 事 を 悪く は 言いたくない。 上等の オランダ 

麻で 栴 えた、 いい 襟であった。 オランダと 云う だけ 

は 確かに は 分からな いが、 番頭 は 確かにそう 云った。 

やす 

ベ ル リンへ 来てから は、 廉 いので 一 度に ニダ ズン 買つ 

た。 あの 日の 事 はま だよ く 覚えて いる。 朝 応用 美術品 

陳列 館へ 行った。 それから 水族館へ 行って 両棲動物 を 
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見た。 ラ インゴ ルドで 午 食 をして、 ヨス チイで 珈琲 



を 飲んで、 なんに するとい う 思案 もな く、 赤い 薔薇の 

ブケェ を 買って、 その外に も 鹿の角 を 二 組、 コブ レン 

ッの 名所 絵の ある 画 葉書 を 百 枚 買った。 その あとで ェ 

ルト ハイムに 寄って 新しい 襟 を 買った のであった。 

晚には 方々 歩いた つけ。 珈琲 店 は ウィク ト リアと バ 

ゥ エルと へ 行った。 それから 黒猫 や リンデ ン や 

パッサ アジ ュ は い 

抜 裏なん ぞの 寄席に ちょいちょい 這 入って 視 いて 見 

た。 その外 どこかへ 行った が 〔# 「行った が」 は 底本で 

は 「行つ が」 r あと は 忘れた。 あの 時 は 新しく 買った 分 

の 襟 を 一 つして いた。 リツ シュに 這 入った とき、 大き 

な 帽子 を 被った 別品さん が、 おれの 事 を 「あなた ロシ 



ざいます が、 もうお 落しに なつてから 約 八 分た つてい 

たそうで、 すっかり 水 を 含みまして、 沈み かかって い 

たそうで ございます。 水上警察 がそれ を 見付けて、 す 

ぐに 非常 号音 を 鳴らします。 すぐに 電話で 潜水夫 を 呼 

び 寄せ ま す。 無論 同時 に 秘密 警察署 へ も 報告 をいた し 

まして、 私立探偵 事務所 二箇所へ 知らせ ましたそう 

で。」 

「なるほど。 シェ ロック. ホル ムス 先生に 知らせた の 

だね ご 

いんぎん 

門番 はおれの 顔 を 見た。 その 見 かたは 慇憝 では ある 

が、 変に 思って いると いう 見 かたであった。 そして ボ 



店ので ご 

おれ は 椅子から 立ち上が つ た。 

「もういい もういい。 そこで 幾ら 立て替えて おいてく 

れ たの かいご 

「六 百 マル クで) 」 ざ います。 秘密 警察署の 方 は 官吏で 

ございま すから、 報酬 は 取りません が、 私立探偵 事務 

所の 方が ございま すので。 どうぞ 悪しからず。 それ か 

ら 潜水夫が お 心付け を 戴きた い と 申しました。 」 

おれ はすつ かり 気色 を 悪く して、 もう 今晩は 駄目 だ 

と 思った。 もうなん にもす まいと 思って、 ただ 町 をぶ 

しゃく 

ら ついていた。 手に は 例の 癩に 障る 包み を 提げて い 



金 を 作る と いう 風で この 為 事 をした ので ある。 

翌朝 国会議事堂へ 行った。 そこの 様子 は 少し おれ を 

失望 させた。 卓と 腰掛と が 半 圏 状に 据え付けて ある。 

あまり 国のと 違って いない、 議長 席が ある。 鐸が ある。 

水 を 入れた 瓶が ある。 そこら も 国のと 違って いない。 

おれ は 右党の 席 を 一 しょう 懸命 注意して 見た。 

そしてこう 決心した。 「どうも こいつの 方が 信用が 

置け そうだ。 この 卓 や 腰掛が 似て いるよう に、 ここに 

来て 据わる 先生 達が 似て いるなら、 おれ は 襟に 再会す 

る f と は 断じて 無かろう。」 

こう 思って、 あたり を 見廻 わして、 時分 を 見計らつ 



じゃありません か。 一 体 被告の 申立て は 法廷 を 嘲弄し 

ている ものと 認めます」 と、 裁判官 達 は 云った。 

おれ は 死刑 を 宣告 せられた。 それから 法廷 を 侮辱し 

とが 

た 科に よって、 同時に 罰金 二十 マルクに 処 せられた。 

「被告の 所有者た る 襟 は 没収す る 限りで ないから、 一 

応 被告に 下げ渡します」 と、 裁判長が 云った。 「あの 差 

おうて 、> 

押えた 品 を 渡せ」 と 云う や 否や、 押 丁 はおれに 例の 紙 

包み を 持って来て 渡した。 

その 時 おれ は 気 を 失った。 それから 醒覚 したの は、 

監獄の 部屋の 中であった。 夜で ある。 おれの 傍に は 卓 

があって、 その上に 襟の 包みが 載って いる。 



明日 はおれ は 処刑 を 受ける。 おれ は ョォロ ツバの た 

めに 死ぬ る。 ョォロ ツバの 平和の ために 死ぬ る。 国家 

の 行政の ために 死ぬ る。 文化の ために 死ぬ る。 

襟 は 遺言 を もって 検事に 贈る。 どうと も 勝手にす る 
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故郷 を 離れて 死ぬ るの はせ つない。 涙が 翻れて、 も 

う あと は 書け ない。 さらばよ。 我が ロシア。 

附言。 本文 中二 箇所の 字句 を改 刪して ある。 これ 

は 諷刺の 意 を 誤解 せられて は 差支える ので、 故意 

に 原文に 従わなかった ので ある。 誤訳で はない。 
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